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◆災害備蓄品 

 災害発生からライフライン復旧まで 1 週間以上を

要することが多くあります。災害支援物資も到着 

まで 3日以上はかかります。 

⇒最低 3日分～1週間分×人数分の食品備蓄 

◆非常用持出袋 

災害備蓄品の他、貴重品や身分証明書、防寒グッズ

や懐中電灯など、使えるかどうか確認しながら中身

を見直しましょう！ 

普段の食品を少し多めに買い置きし、賞味期限の

古いものから消費。消費した分を買い足すことで、 

常に一定量の食品備蓄されている状態を保つ方法。 

◆地域の防災 

日頃から地域の危険な場所を知り、地域で共有して 

おきましょう！下記 QR コードを読み込むと指定の 

ページが見られます。一度確認をしてみてください。 

①市 ハザードマップ 

 

②県 浸水想定区域 

 

③気象庁 防災情報 

田中 栄治氏 

東江 文香氏 

小川 宏行氏 

災害ボランティアチーム DARST 

災害研修『豪雨災害に備える』の講師陣をご紹介します。 

それぞれの分野で活躍され、いろいろな視点から豪雨災害について一緒に考えます。 

◆発行にあたって 
災害に関する研修を開催するにあたり、テーマに関連した耳より情報を今後チラシの裏面に掲載

していきます！今回は『平時から備えましょう』と題し、備蓄品や地域の防災について取り上げ  

ました。ぜひ、ご一読ください！ 

小田原市にお住まい。酒匂川に近く、なおかつ海岸
に近いため防災・減災について日頃から意識して生活
されています。現在、下記の団体等に所属して防災の
啓蒙活動をされており、防災リーダー育成や地域の皆
さんへ防災の出前講座を実施していただいています。 
【所属団体】 
◆防災塾・だるま ◆SL 災害ボランティアネットワーク 
◆小田原の防災を考える会 ◆富士・酒匂減災会 
◆防災教育普及協会 

秦野市にお住まい。長年、日本赤十字社の活動に参
加。救急法・幼児安全法・健康生活支援講習等の指導
員を務められています。東日本大震災等の被災地では
日赤ボランティアとして活動され、当協議会の出前講
座『災害時高齢者生活支援講習』は人気のメニューで
す。自助だけでなく地域の共助力の大切さを伝えてく
ださっています。 

 

災害ボランティアチームDARSTは様々な技術や 

資格、知識を持ったメンバー(消防官・応急救護士・ 

調理師・介護士・研究員 等)が所属しています。  

様々なニーズのある被災地で少しでもそのニーズに

応えるべく、プロフェッショナルボランティアチーム

を構成しています。 

大井町社会福祉協議会に勤務。 

台風 19号で被災した相模原市災害ボランティアセン

ター津久井地区センターの運営支援を行われました。 

その他、静岡県小山町や東日本大震災の際は釜石市  

など被災地に社協職員として派遣されています。 


